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飼料用トウモロコシ圏場におけるツキノワグマ(UrsusthibetωlUS)による
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日本各地において野生動物とヒトとの間で農

作物被害などの札i擦が生じている71。また一方

では、生息域の分断化等による野生動物の絶滅

も危保されている 7)O このような状況を受け

1999年の鳥獣保護法の改正で野生鳥獣の科学的・

計画的な保護管理を実施する特定鳥獣保護管理

計画制度が創設された7)。計画を達成するため

の施策として個体数管理、生息環境管理、被害

防除対策等があげられている 71。当然の事なが

ら被害防除対策およびその効果測定についても

科学的な評価がなされなければならなし1。しか

し、算定基準がない現在、 1 haのうち 1mで

も被害があると 11haの被害jと報告される
傾向があり、被害報告資料の信頼性に疑問が出

ている日)との指摘もある。野生動物による農林

作物被害の科学的評価方法の確立が急がれてい

る。

1997年度の東北地方(青森県、岩手県、宮城

県、秋田県、山形県、福島県)における獣類に

よる農作物被害面積は3，422.8haで、あった21。ツ

キノワグマ (Ursusthibetαnus 以下クマとする)

による被害面積は408.5haで、約12%を占める。

そのうち飼料作物の被害面積は263.3haで、クマ

による農作物被害面積の64.4%を占める。そこ

でクマにより被害を受ける主な飼料作物である

飼料用トウモロコシ固場における被害推定法を

検討した。東北大学大学院農学研究科開属農場

の飼料用トウモロコシ栽培臨場において、調査

子IJ数と全被害割合の推定率の関係を調査した。

野生動物による農作物被害の科学的評価は緊急
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の課題であり、同様の検討が各地において緊急

に行われることが必要であることから、 l事例

ではあるが報告する。

調査地

調査地は東北大学大学院農学研究科附属農場

(北緯38度45分、東経140度45分)の飼料用ト

ウモロコシ!習場のうち、ビデオ持影が可能な|習

場 (3.0ha) 1カ所とした。調査地H構図を図 1に

示した。li理場の際高は220mで、北西1WJは搾乳

牛舎およびラグーンにiHiし、北東側には道路、

南東側には牧草試験地があり、南西側はスギ植

林地および広葉樹林地(オニグルミ等の雑木林)

を経て沢へと続いている。 19611:J:から1990年ま

での 年平均気温は10.0度、年|間降水量は

1，633mmで、ある(i)。

[2] :耕作地
区召:広葉樹林

~:針葉樹林

~:トウモロコシ
圃圃園田:道路

.誌mm:河)11

....・:有刺鉄綜

正コ:暗視カメラ

~:北東一南西方向播種手IJ

皿回:北西一南東方向播種予IJ
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栽培面積は約2.0haで、 2001年 4月27日に飼

料用トウモロコシのデントコーン(パイオニア

3699 (MR107))が橋種された。 i畝聞は0.75m、

株間は0.18mで、播種密度は7.4本/ばであった。

栽培地中央では北東から南西方向に184列播種

された。栽培地の南西辺と北東辺では北西から

南東方向にそれぞれ 8列播種された。 7月17日

に雄穂の出穂が、 7月22日に耐穂の出穂が5割

に達し、黄熟知Jの 9月8日(出穂後53日)に刈

り取りを行った。 栽培地のj苛聞は約10ml隔で、

作業機械mの通路として播種されなかった。

北東から南西方向に描種された184列におい

てトウモロコシの被害調査を行った。調査は

2001年7月27日(絹糸抽出期)から 9月5日 (黄

熟期)まで、 10日間隔で、行った。 トウモロコシ

を倒さず子実のみを摂食していた場合はカラス

やタヌキなどクマ以外の動物による摂食の可能

性が考えられた。そのためトウモロコシの株が

倒されている場合をクマによる被害と定義し、

被害本数を播種列毎に計測した。トウモロコシ

が重なるよう に倒され、本数が計測できない場

合は、倒されている範囲の長さを測定し播種株

間間隔から本数を推定した。全栽培本数に対す

る被害本数の割合を全被

害割合とした。

184列を (n+ 1)等分

するn本の列 を:J=fIl出し、

n本の列の被害割合を算

出した。たとえば、抽出

列数が l本の場合では

1849iJを 2等分する列と

して92列目を:J=ril出し、 92

列目の栽培本数に対する

被害本数の割合を被筈割

合として算出した。 2本

の場合では62列 目と123

材料忍び方法
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デントコーン被害の推定

列目を抽出し、 2本の列の合計栽培本数に対す

る合計被害本数の割合を被害割合として算出し

た。同様に184本の場合は全列を抽出し、 全栽

培本数に対する被害本数の割合を被害割合とし

て算出した。また、 in本の列の被害割合J/ i全

被害割合Jx 1∞(%)を「全被害割合の推定率」

として算出した。 i全被害割合の推定率」は

100%が最適で、数値が100%から離れるほど推

定される全被害割合の精度は低下する。本研究

では100%を中心に上下 5%以内を許容範囲と

して定めた。抽出列数が1本から184本までの「全

被害割合の推定率」を算出した。

結果および考察

出穂後50日(黄熟期)の 9月5日における抽

出列数と全被害割合の推定率を図 2に示した。

全被害割合の推定率が100%を中心に上下5%以

内におさまるのは抽出列数が31本以上(幅は

99.2-104.6%)の時であった。同様に出穂後10日

(絹糸抽出期)で、は172本以上(1揺は96.5-102.7%)、

出穂後20日(乳熟前期)では64本以上(11I日は

98.ふ104.7%)、出穂後30日(乳熟後期)では34

本以上 (1隔は98.3-104.7%)、出穂後40日(糊熟期)

では34本以上(1福は98.2-104.7%)の時であった。
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図2.出纏後50B(黄熟期)における抽出列数と全被害割合の推定率との関係
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同時に行った調査では、調査地における各期

間中の全被害割合は出穂後1日から10日まで(絹

糸抽出期)では0.1%、11日から20日まで(乳熟

前期)では8.0%、21日から30日まで(乳熟後期)

では4.9%、 31日から40日まで(糊熟期)では03%、

41日から50日まで(黄熟期)では0.5%であった。

出穂後30日までにほとんどの被害が発生してい

たことから、本調査地における最終的な被害状

況を推定するには出穂後30日(乳熟後期)以降

に34本以上の調査列を抽出すれば問題ないと考

えられる。

本調査地は搾乳牛舎や道路に接していた。し

かし、搾乳牛舎においてヒトが作業を行う時間

帯は主に8時30分から17時であり、道路も主に

その時間帯に使用された。一方、ピデオ撮影に

より調査期間中におけるクマの耕作地への侵入

は52田観察された。そのうち羽田は18日寺から翌

朝6時までの時間帯の侵入であった(出口ら、

未発表)。このことから、本調査地内ではヒト

の影響によってクマの利用場所が偏る可能性は

低かったと考えられる。

本研究は人為的影響が少なく、播種面積約

2.0haの関場における謂査であった。園場内の

クマの利用場所は、園場面積や周りの環境によ

り変化すると考えられる1.3.ぺ今後も多様な面

積の圃場や、周辺環境の異なる罰場において同

様の調査を行い、更なる知見を蓄積することで、

様々な条件の悶場に適した信頼度の高い被害推

定を行うことが可能となると考えられる。
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